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2024年度 社会福祉法人江田島市社会福祉協議会事業報告書 

 

 2024 年度は、自然災害の多発や物価高騰などの社会的課題が続く厳しい情勢のな

かで、地域住民一人ひとりの暮らしを支える福祉の重要性が改めて問われた１年でし

た。本会では、地域住民やサービス利用者の意向に耳を傾ける姿勢を大切にして、尊

厳を尊重した質の高い福祉サービスの提供に努めてまいりました。 

 法人運営事業では、顧問契約を交わす弁護士や社会保険労務士の助言を基に、規程

整備や業務効率化を推進しました。また、職員会議等を通して、法令遵守の徹底を行

ないました。 

 地域福祉事業では、物価高騰の影響を大きく受ける高齢・障害・子育て・困窮等の

世帯の課題が複合化・複雑化するなかで、人と人とのつながりを大切にする、地域に

おける支え合いの仕組みなど、地域を基盤とした包括的相談支援体制の構築を推進し

てまいりました。また、江田島市での災害時を想定して、「自助」「共助」「公助」の

３つが円滑に連携できるように、関係機関と一緒に取り組んでまいりました。 

 在宅福祉事業では、サービスの持続可能性を確保するうえで、事業運営の安定化・

収益力の強化に取り組みました。人材確保が難しい状況において、職員の専門性向上

や業務の効率化を図るとともに、利用者満足度の向上を通じたサービス事業所の収益

アップにも取り組みました。こうした取り組みは、結果として地域福祉全体の底上げ

にもつながりました。 

 そして、「誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづくり」の実現に向けて、

2024年度事業計画に基づき、地域住民、行政及び関係機関等と連携し、役職員一丸と

なって事業を展開したので、その実績を次のとおり項目別に報告します。 

 

１ 法人運営の適正化と組織の機能強化 

（１） 事務局体制・各事業の効率的な運営の推進 

ア 理事会・評議員会の開催 

今年度の開催は、以下のとおり。（議案は全て可決・承認） 

 開催日時 主な議案 

監事会（第１回） 
2024年５月29日 

(水) ９：00開会 

・2023年度事業報告について 
・2023年度決算について 

理事会（第１回） 
2024年６月12日 

(水) ９：25開会 

・報告事項（会長の職務執行状況） 

・2023年度の事業報告及び決算の承認について 

・2023年度の会計および業務監査報告 

・規程集の読点の表記の変更について 

・定款の変更について 

・職員就業規程等の一部改正について 

・物品購入指名競争入札の執行について 

・物品購入指名競争入札に係る指名業者の決定に

ついて 

・第１回（定時）評議員会の招集について 
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イ 事務局・組織機構の強化を目的とした各種会議の開催 

（ア） 職員会議…事務局・各係及び事業所責任者による各事業の月次報告・協議 

（毎月開催） 

（イ）衛生委員会…職員の安全衛生に関する審議調査及び推進（毎月開催） 

評議員会（第１回） 
2024年６月27日 

(木) ９：25開会 

・報告事項（会長の職務執行状況） 

・2023年度の事業報告及び決算の承認について 

・2023年度の会計および業務監査報告 

・定款の変更について 

理事会（第２回） 
2024年８月27日 

(火) 書面決議 

・2024 年度一般会計資金収支補正予算(第１号)

案について 

・特殊浴槽購入に係る随意契約の締結について 

・第２回(臨時)評議員会の招集について 

評議員会（第２回） 
2024年９月９日 

(月) 書面決議 

・2024 年度一般会計資金収支補正予算(第１号)

案について 

理事会（第３回） 
2024年11月６日 

(水) ９：30開会 

・報告事項（会長の職務執行状況） 

・2024年度一般会計資金収支補正予算（第２号）

案について 

・準職員給与規程及び嘱託員給与規程の一部改正

について 

・ソーシャルメディア管理運用規程の制定につ

いて 

・第３回（臨時）評議員会の招集について 

評議員会（第３回） 
2024年11月19日 

(火) ９：25開会 

・報告事項（会長の職務執行状況） 

・2024年度一般会計資金収支補正予算（第２号）

案について 

理事会（第４回） 
2025年３月13日 

(水) ９：30開会 

・報告事項（会長の職務執行状況） 

・2024年度一般会計資金収支補正予算（第３号）

案について 

・職員就業規程等の一部改正について 

・給与規程等の一部改正について 

・育児・介護休業等に関する規程の一部改正につ

いて 

・2025年度事業計画（案）について 

・ 2025年度一般会計資金収支予算（案）について 

・第５次地域福祉活動計画（案）について 

・役員等賠償責任保険契約について 

・評議員選任・解任委員会の委員の選任について 

・第４回（臨時）評議員会の招集について 

評議員会（第４回） 
2025年３月28日 

(金) ９：30開会 

・報告事項（会長の職務執行状況） 

・2024年度一般会計資金収支補正予算（第３号）           

案について 

・2025年度事業計画（案）について 

・2025年度一般会計資金収支予算（案）について 
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（ウ）感染対策委員会…年間計画の作成、研修・シミュレーション等の内容検討 

感染の状況確認（年４回開催） 

（エ）事故防止検討委員会…前年度のヒヤリハット・事故報告の集計、研修等の

検討（年２回開催） 

（オ）虐待防止及び身体拘束適正委員会…研修の検討、セルフチェックシート   

等を用いた日々の報告等（年２回開催） 

（カ）防災委員会…災害発生時の安否確認シミュレーションの開催、ＢＣＰの見

直し（年２回開催） 

ウ コンプライアンス徹底・推進のための取組 

顧問弁護士・社会保険労務士の助言指導により、法令遵守を基にした規程の

整備に努めた。また、来所・電話・メールにより人事・労務に関するきめ細や

かな助言指導を受けることで、事務手続きや職員の処遇を適時適切に実施した。 

各事業で発生した苦情・事故・ヒヤリハット等について、委員会活動等によ

り組織全体での定期的な共有や原因分析・対策を行い再発防止に努めた。 

苦情及び事故の発生状況は以下のとおり。 

（ア）苦情報告  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）事故発生状況 

事故内容（介護等） 件数 事故内容（車両） 件数 

◆転倒・転落 19 ◆物損事故（同乗有） 4 

◆誤嚥 0 ◆物損事故（同乗無） 4 

◆表皮剥離・皮下出血 4 ◆人身事故 0 

◆薬関係 1 合計 8 

◆ずれ落ち 3 ◆その他の詳細 

レンジ台の角にぶつける 1件 離設 1件 

脱水・台のふみ外しによるふらつき 各1件  

送迎車両へ移動中のふらつき・打撲 各1件 

◆その他 6 

合計 33 

（２）高品質かつ適切なサービス提供体制実現を目的とした人材育成の取組 

ア 資格取得促進 

    社会福祉士・介護支援専門員等の職務に必要、有益となる資格の取得を奨励

することを目的として、資格取得支援助成金 30,000 円を支給した。今年度の

資格取得及び助成金支給は以下のとおり。 

 

 

 

苦情等の内容区分 件数 備  考  

◆サービスに関する事項 8 ◆その他の事項詳細 

 ◆個人の嗜好・選択に関する事項 0 

◆財産管理・遺産・遺言等に関する事項 0 

◆制度施策法律に関する事項 0 

◆その他の事項 0 

合計 8 

資格名 介護支援専門員 介護福祉士 

資格取得職員数 １名 １名 
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  イ 外部研修会等への参加支援・オンライン（ネット配信）研修の推進   

職員個々人の能力や専門性の向上のため、外部研修会への参加を支援した。

また、行政や関連団体との事業運営及び利用者支援に関する会議・委員会への

参画を積極的に支援した。オンラインによる会議・研修の参加や主催のため、

ZOOM(ズーム)との年間ホスト契約の継続等の整備を図り対応した。 

（ア）総務課 

ひろしま社協活動推進会議第１回管理職部会(１日)、ひろしま社協活動推

進会議正副部会長会議(１日)、ひろしま社協活動推進会議第１回介護保険

部会(２日)、ひろしま社協活動推進会議第１回総務経理部会(３日)、広島

県民生委員・児童委員研修大会（１日）、算定基礎届事務講習会（１日）、安

全運転管理者講習（３日）、上野式人財育成セミナー（１日）、小地域セミナ

ー（１日）、能登半島地震被災地での広島DWAT活動報告会（１日）、広島県

福祉避難所等の確保・運営ガイドライン説明会（１日） 

（イ）地域福祉課 

a 地域福祉係 

ひろしま社協活動推進会議第１回地域福祉部会(１日)、キャリア別社協職

員研修(２日)、広島県被災者生活サポートボラネット推進会議（２日）、市

町被災者生活サポートボランティアセンター運営者会議（２日）、久留米市

災害ボランティアセンター応援派遣ふりかえり会議（２日）、キャラバンメ

イト養成研修（１日）、地域共生社会実現のための地域の支え合いコーディ

ネート機能強化研修（８日）、第１回安芸地区生活支援コーディネーター意

見交換会（１日）、広島県生活支援コーディネーター養成研修（２日）、職業

紹介責任者講習（１日）、職業安定法改正の概要セミナー（１日） 

ｂ 権利擁護センターえたじま係 

  かけはし・法人後見事業推進会議（３日）、かけはし法人後見担当者研修

（２日）、かけはし専門員研修（１日）、相談支援従事者初任者研修（５日）

地域の支えあい機能強化研修（４日）、意思決定支援研修（１日） 

ｃ くらしサポートセンターえたじま係 

  コロナ特例貸付償還促進説明会（３日）、職業紹介責任者講習会（１日）、

呉地域生活保護受給者等就労自立促進事業協議会（１日）、生活福祉資金貸

付事業新任担当職員研修（１日）、フォローアップ相談支援研修（２日）、自

立相談支援事業従事者養成研修主任相談支援員初任者研修（３日）、広島県

生活困窮者自立相談支援事業従事者研修（２日）、支援ツール活用セミナー

（２日）、生活福祉資金（コロナ特例貸付）関係機関合同会議（１日）、生活

困窮者自立支援制度・生活保護制度合同研修（１日）、就労支援員・就労準

備支援事業支援員初任者研修（１日）、広島県生活困窮者自立相談支援事業

従事者研修テーマ別研修（１日）、生活困窮者自立支援制度におけるブロッ

ク別研修（１日）、生活福祉資金貸付事業担当者会議（１日）、広島県生活困

窮者自立相談支援事業従事者研修主任相談支援員研修（１日）、社協職員オ

ンラインサロン（１日） 

ｄ 障害者生活支援センター係 

広島県障害者相談支援事業所連絡協議会（総会１日、定例会４日、相談

支援部会５日）、障害者差別解消法に係る説明会（１日）、障害支援区分認

定調査員研修（初任者研修１日、現任研修１日）、江田島市生徒指導主事
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研修（１日）、福祉専門職等を対象とする個別避難計画策定研修（３日）、

指定障害福祉サービス事業所等集団指導研修（２日）、福祉支援者向け法

テラスの制度や利用方法の説明会（１日）、高齢者・障害者虐待対応研修

（１日）、強度行動障害支援者養成研修（基礎２日、実践１日）、障害者虐

待防止・権利擁護研修（１日）、医療的ケア児等コーディネーターフォロ

ーアップ研修（１日）、発達障害（幼児期）支援者研修（２日）、ウェルビ

ー呉駅前センター内覧会（２日）、ペアレントメンターコーディネーター

養成研修（１日）、呉本庄つくし園講演会（１日）、高次脳機能障害支援養

成研修（２日）、呉安芸地区障害者雇用関係機関連絡協議会（１日） 
（ウ）能美事業課 

a 居宅介護支援事業所係 

     主任介護支援専門員更新研修（13日）、介護支援専門員専門研修課程Ⅰ (９

日）、介護サービス事業者集団指導研修(１日)、介護報酬改定のポイント(１

日）、ケアマネジメント向上研修(２日）、障害者相談支援従事者研修eラー

ニング（１日）、広島県相談支援従事者初任者研修（５日）、感染症予防研修

（１日）、認知症研修（２日）、倫理研修（１日）、事例検討会グループスー

パービジョン（２日）、ハラスメント研修（１日）、個別避難計画策定研修（１

日）、生活支援コーディネーター活動サポート派遣研修（１日）、プライバシ

ー保護に関する研修（１日）、虐待防止研修(１日)、非常災害時の対応に関

する研修（１日） 

b 訪問介護事業所係 

     ひろしま社協活動推進会議第１回介護保険部会(２日)、広島南ブロック     

研修会（１日）、指定障害福祉サービス事業者等集団指導研修（１日）、介護

サービス事業者集団指導研修（２日）、認知症研修（１日）、プライバシー保

護に関する研修（１日）、接遇研修（１日）、倫理・法令遵守に関する研修（１

日）、事故の発生、予防、再発防止に関する研修（１日）、緊急時の対応に関

する研修（１日）、感染症及び食中毒の発生予防及び蔓延防止に関する研修

（１日）、虐待防止研修(１日) 、非常災害時の対応に関する研修（１日） 

c のうみ通所介護事業所係 

虐待防止・身体拘束の排除の取組研修(１日)、介護職員技術力向上研修

(３日)、介護サービス事業者集団指導研修(２日)、介護助手導入セミナー

(２日)、ひろしま社協活動推進会議介護保険部会(１日)、多職種連携研修会

(１日)、ひろしま災害派遣福祉チーム(D-WAT)チーム員基本研修(１日)、認

知症研修（１日）、プライバシー保護に関する研修（１日）、倫理・法令遵守

に関する研修（１日）、事故の発生、予防、再発防止に関する研修（１日）、

緊急時の対応に関する研修（１日）、感染症及び食中毒の発生予防及び蔓延

防止に関する研修（１日）、非常災害時の対応に関する研修（１日） 

ｄ 福祉用具貸与事業所係 

             福祉用具専門相談員指定講習会(９日)、介護サービス事業者集団指導研

修(１日)、認知症研修（１日）、プライバシー保護に関する研修（１日）、倫

理・法令遵守に関する研修（１日）、事故の発生、予防、再発防止に関する

研修（１日）、緊急時の対応に関する研修（１日）、感染症及び食中毒の発生

予防及び蔓延防止に関する研修（１日）、虐待防止研修(１日) 、非常災害

時の対応に関する研修（１日） 
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  （エ）大柿事業課 

a おおがき通所介護事業所係 

ひろしま社協活動推進会議介護保険部会（２日）、介護サービス事業者集

団指導研修(１日)、介護職員技術向上研修（３日）、認知症研修（１日）、プ

ライバシー保護に関する研修（１日）、倫理・法令遵守に関する研修（１日）、

事故の発生、予防、再発防止に関する研修（１日）、緊急時の対応に関する

研修（１日）、感染症及び食中毒の発生予防及び蔓延防止に関する研修（１

日）、虐待防止・身体拘束の排除の取組研修(１日) 、非常災害時の対応に関

する研修（１日）入浴介助に関する研修（１日） 

b 自立支援センターあおぞら係 

     強度行動障害研修（基礎４日、実践２日）、指定障害福祉サービス事業者

等集団指導研修（１日）、障害施設における虐待防止研修(１日）、 広島県障

害者虐待防止・権利擁護研修（１日）、就業支援基礎研修（３日間）、広島県

相談支援従事者初任者研修（７日）、呉圏域精神障害者地域生活支援推進協

議会（２日）、広島県サービス管理責任者及び児童発達支援管理責任者専門

別研修（３日）、意思決定支援研修（１日） 

（３）「働き方改革」に沿った健康で働きやすい職場づくりのための取組 

  ア 産業医との連携 

   定期的な職場巡視による職場の衛生・労働環境の確認・指導や衛生講話（題目：

骨の役割と骨粗鬆症）による職員の健康教育を行った。また、定期健康診断結果

の意見聴取及び就業判定やストレスチェックの実施により、心身の健康状態の把

握や病気の予防早期発見に努めた。 

  イ 職員の健康増進のための取組 

   インフルエンザ等感染症の予防接種に係る費用の助成や腰痛予防研修会（題

目：腰痛予防の鍵！インナーマッスルで支える体づくり、講師：小川馨子理学療

法士）の開催及び健康維持増進に関する情報発信を行うことにより、職員の健康

維持を図った。 

◆産業医による衛生講話     ◆職員向け腰痛予防研修会 

 

 

 

 

 

 
ウ 年次有給休暇取得率 （上半期）        （下半期）       （年 間） 

 2024年度 35.5％ 48.2％ 83.7％ 

 2023年度 57.6％ 24.9％ 82.5％ 

2022年度 37.1％ 28.0％ 65.1％ 

（４）江田島市とのパートナーシップ深化と総合相談推進を目的とした職員の出向 

江田島市地域包括支援センターに職員３名を出向させ、高齢者等への包括的支

援事業を実施した。 

出向開始月 出向職員資格・人数 

2024年４月 社会福祉士１名、介護支援専門員２名 
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（５）地域住民への情報開示・事業のＰＲ活動のための取組 

ア 広報誌の発行 

（ア）社協だより…８・３月に発行 

  （イ）しおかぜ通信（地域福祉広報誌）…４・５・６・７・９・10・11・12・１・ 

２月に発行 

  （ウ）サロン通信（ふれあいサロン代表者向け）…５・９・11・３月に発行 

  （エ）ハマレポ（えがおえたじま応援センター会員向け）…８月に発行 

  イ ブログの更新 

    毎週金曜日にブログを更新して、不特定多数の人に、江田島市内の地域福祉

活動情報を発信した。 

ウ SNS（インターネット上のコミュニティサイト）の更新 

   人と人とをつなぐコミュニケーションツールとして、Instagram(インスタ

グラム)、公式 LINE(ライン)、Facebook(フェイスブック)及びＸ（エックス)

を更新して本会の情報を発信した。  
（６）地域福祉ニーズに基づく効果的・革新的な事業の推進及び次世代の職員育成を

目的とした「見える化」プロジェクトチームの設置と運営  

  ア チーム構成 

（ア）設置日 2024年４月１日  

（イ）構成員 社協内でチーム参加希望者を募り、立候補した職員７名 

  イ 運営状況 

（ア）SNS の拡散性を利用し、SNS における広報の専門家の意見を取り入れなが

ら協議した。登録者の利便性向上を図るため公式LINE(ライン)のリニューア

ル（メニューボタンの追加）を行った。社協に馴染みのない若年層にも広く

広報できるように画像や動画をメインに発信できる公式 Instagram（インス

タグラム）を開設し月２～３回程度の頻度で投稿して、江田島市外の若年層

や江田島市への移住希望者に福祉の魅力を発信した。 

（イ）社協の新しいパンフレットを関係各所、地域や団体の会合等で配布した。 

       

２ 地域福祉・総合相談支援事業の推進 

（１） 権利擁護事業 

「権利擁護センターえたじま」では、判断能力が低下した高齢者や障害者の権利

と財産を守り地域で安心して暮らすことができるよう支援を行った。 

ア 法人による成年後見事業 

  成年後見制度に関する相談から申し立て、受任まで一貫した支援を実施した。 

イ 福祉サービス利用援助事業「かけはし」 

  日常的金銭管理の支援、福祉サービス等の利用の相談支援を行った。 

ウ 中核機関運営事業（市委託事業） 

「江田島市地域連携ネットワーク推進会議」検討会議を開催し、構成員へ中

核機関、ネットワーク推進会議等の説明を行った。 

  実績は別冊資料のとおり(P1～P2) 

（２） 日常生活相談事業 

   ア 心配ごと相談事業 

市内各地区において、心配ごと相談員（地域の民生委員・人権擁護委員・行

政相談員等）が、住民の日常生活における困りごとの相談に応じた。 
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◆2025年３月31日現在の心配ごと相談員数 22人 

 

 

 

 

（前年度 17件）  

  イ 専門職（弁護士）による相談会の開催 

 

 

 

（３） ふれあいサロン事業・お茶の間サロン事業 

   地域住民同士が年齢も性別も関係なく、サロンでの交流を通じて、「仲間づく

り」「生きがいづくり」「健康づくり」が図れるよう、サロンの運営や新規立ち上

げ（４件）を支援した。 

ア ふれあいサロンの運営支援 

    訪問等による状況把握、活動のマンネリ化を防ぐため、特技ボランティアや

出前講座の紹介等、サロン活動の支援を行った。 

【サロン活動の運営支援】 

５月・９月・11 月・３月にサロン通信を発行。特技ボランティアと出前講

座のメニュー表、他地区のサロン活動の様子を紹介した。 

   【ETAJIMAふれあいサロンブックの作成】 

全サロン（50 箇所）を訪問し、活動内容や自分達のサロン自慢などを参加

者の皆さんに取材をして、島内のサロン情報を集約したサロンブックの作成

に取り掛かった。 

◆サロン活動の様子 

 

 

 

 

 

 

イ お茶間サロン（常設型）の運営支援 

大柿町柿浦「お茶の間サロンみなとキッチン」と江田島町中央地区「矢ノ浦

お茶の間サロン」の運営を支援した。 

各お茶の間サロンについて、サロン定期訪問の他、月に１回世話人会議へ参

加し、サロンの運営やサロン及び地域の課題把握・解決に向けた取り組み支援

（マッピング・GSV（グループスーパービジョン）等）を行った。 

◆世話人会議の様子 

お茶の間サロンみなとキッチン       矢ノ浦お茶の間サロン 

     

 

 

 

 

 江田島 能美 沖美 大柿 合計 

開催回数 ４回 12回 ４回 ４回 24回 

相談件数 ２件 10件 ２件 ３件 17件 

 2024年７月20日 2024年 11月9日 2025年 3月15日 

相談件数 10件 16件 ８件 
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（４） ボランティア事業（えがおえたじま応援センター） 

江田島市社会福祉協議会ボランティアセンター（愛称「えがおえたじま応援セ

ンター」）において、ボランティア活動の普及・推進や市民に向けた福祉教育等、

幅広く事業を実施した。 

   ◆2025年3月31日現在のえがおえたじま応援センターボランティア登録総数 

102名 内、ボランティアセンター活動のみ：10名 

内、しおかぜボランティア活動のみ：92名 

ア しおかぜネットつながりづくり交流会を開催 

日 付 2024年９月13日(金) 

     参加者 21名（実習生２名含む） 

     内 容 障子貼り体験講座と食事会 

◆交流会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 「住民参画型福祉サービス しおかぜネット」の視察研修受け入れ 

日 時 2025年3月7日(金) 10：50～12：00 

     参加者 43名（福山市常金丸学区福祉を高める会（地区社協）他） 

     内 容 しおかぜネットの取り組み紹介 

◆福山市地区社協研修受入の様子 

 

          

 

 

 

 

 

  ウ 小中学校・地域における福祉教育の支援 

高齢者福祉・障害者福祉の基礎や江田島市の福祉の現状等についての座学や、

高齢者疑似体験・車いす操作実習・地域のサロン活動への参加等のプログラム

を通じて、生徒に「思いやりの心」と「ふくし」の芽を育むことを目的に、市

内の小中学校において、福祉教育の支援を行った。 

（ア）中町小学校 ４年生19名  

     2024年 ６月18日(火) 座学「ふくし・高齢者」 

     2024年 ７月09日(火) 高齢者疑似体験・車イス体験 

     2024年 10月08日(火) ふれあいサロン訪問 

2024年 10月15日(火) 社会福祉士インタビュー 

2024年 10月27日(日) 学習発表会 

2024年 12月16日(月) サロン代表者交流会 

2025年 １月21日(火) ニコフェス 
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（イ）能美中学校 ３年生４名 

     2024年 ７月18日(木)  座学「ボランティア活動について」 

     2024年 ９月11日(水) しおかぜさんにインタビュー 

     2024年 ９月30日(月) しおかぜ活動体験 

     2024年 11月12日(火) 学習発表会 

（ウ）三高小学校 ３・４年生８名 

     2025年 １月15日(水)  座学「ふくし」 

     2025年 ２月 ５日(水) 高齢者疑似体験・サロン訪問に向けて 

     2025年 ２月26日(水) ふれあいサロン訪問 

（エ）大柿中学校 ３年生28名 

     2025年 １月 ８日(水)  座学「ふくし」・高齢者疑似体験 

（オ）大古小学校 ４年生25名 

     2025年 １月23日(木)  座学「ふくし」 

     2025年 １月27日(月)  高齢者疑似体験・車イス体験 

     2025年 １月30日(木)  ふり返り 

（カ）地域における福祉教育の場づくり 

     2024年 10月26日(土)  救命救急講座（ミンナノブックス） 

     2024年 11月23日(土)  盲導犬教室（わくわくセンター） 

     2025年 １月14日(火)  救命救急講座（スマイルサロン宮山） 

◆座学「ふくし」    ◆しおかぜ活動体験    ◆車いす操作体験    ◆盲導犬教室 

 

 

 

 

 

 

 

エ 特技ボランティア 

特技ボランティアとは、趣味や特技を活かすボランティアのことで、地域の 

ふれあいサロン・福祉施設やイベント等を対象に活動した。 

（ア）登録者数 

・123名（団体登録者も含む） 

・個人ボランティア：27名 団体数：20団体 

  （イ）依頼件数 

・20件（ふれあいサロン・認知症カフェ・福祉施設で箏やオカリナ演奏等 

を行った） 

◆箏           ◆オカリナ       ◆南京玉すだれ 
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オ 地区社協におけるボランティア活動の支援 

江田島町 13 地区社協で実施している友愛訪問・給食配膳・敬老事業等につ

いて事業助成(赤い羽根共同募金配分)した。 

カ 「江田島市プラチナ大学」の開催（全４回） 

    江田島市内のボランティア活動者の発掘と活動への後押しを目的とした講

座を４回開催した。（受講者数23名） 

   ＜第一講（2024年 11月1日（金）＞ 

    テーマ：自分の“得意”が活かせる集いの場！地域まるごとアップサイクル

で好き・暮らし・人のつながりをつくる 

講 師：合同会社とこらぼ（廿日市市津田町） 

＜第二講（2024年 11月15日（金）＞ 

テーマ：集いの場で大活躍！子どもも高齢者もできる、簡単で楽しいレクリ

エーション♪ 

講 師：NPO法人いきいきアクティビティサービス（安芸郡府中町） 

カフェリベルテ 

＜第三講（2024年 11月29日（金）＞ 

テーマ：大人の“やりたい”で子どもが学ぶ場！地域住民の“やりたい”で

楽しくつながる、地域のお寺 

講 師：おがたつどいプロジェクト（大竹市小方町）大竹市社会福祉協議会 

＜第四講（2024年 12月13日（金）＞ 

テーマ：江田島市内の“ええとこ”めぐり！地域で“やりたい！”を活かし

た活動を実際に見てみよう！聴いてみよう！ 

講 師：特定非営利活動法人ぐるぐる海友舎プロジェクト・おおばらかぞく

や食堂・竹炭工房おおがき 

（５）しおかぜネット事業 

住民同士の繋がりや支え合う関係づくりを目的とした住民互助活動として、生

活上の「ちょっとした困りごと」を抱えた住民の解決のお手伝いを登録ボランテ

ィア（しおかぜさん）によって行った。 

継続利用者の死去や施設入所により、前年度と比較して依頼総件数・活動実績

件数ともに減少した。依頼傾向としては介護保険訪問介護サービスでは対応でき

ない活動（エアコン掃除や草取り等）が増加した。依頼の多い活動は順に、掃除、

ゴミ捨て、通院付き添い、話し相手、洗濯である。通院付き添いでは視覚障害、

身体障害の方へ対する付き添い依頼も増えており、障害のある方に対する付き添

い支援についての知識や技術を学ぶ機会が必要と考える。 

地域でしおかぜさんの活動が周知され、新たに３名のしおかぜさん登録につな

がった。 

                 実績は別冊資料のとおり(P3) 

（６）江田島市被災者生活サポートボランティアネットワークの推進 

災害発生時の被災者の生活支援等のため、平常時からのネットワークを作り、

災害ボランティア活動や被災者支援に係る協議を推進してきた。 

ア 第１回被災者生活サポートボラネット推進会議開催 

2023年度の活動報告を行い、昨年の会議で委員よりあった意見（団体メンバ

ーの高齢化により、各団体の単体による支援困難）に対応すべく、構成員の検

討を行った。 
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  イ えたじま災害ボランティア勉強会活動支援 

    2024年 ４月 ８日(月)「手作り焚き火台で炊き出しinどろんこ園」 20名 

    2024年 ５月25日(土)「土嚢づくり＆ロープワーク体験」      ７名 

    2024年 ６月21日(金)「炊き出し段取り体験inかぞくや」     15名 

  ウ 防災活動支援 

    2024年 ７月27日(土)「障害のある方と災害についてinぴあサポートサロ 

ン」                                     ７名 

  エ センター運営シミュレーション研修 

    2025年 ２月22日(土)「Kintone（キントーン）の使い方を学ぶ」  17名 

（７）安心生活創造推進事業 

ア 「小地域テーブル会議」の開催 

地域内のニーズ把握・ネットワーク構築や見守り支援方法、買い物支援方法、

防災マップ作成を検討するため、まちづくり協議会や自治会・民生委員・老人

クラブ・女性会等の地縁組織で構成される会議を実施した。 

◆小地域テーブル会議の様子 

 

 

 

 

 

 

 

イ 「えたじま見守り支援ネットワーク」の推進 

地域内で普段からの関わりや繋がりが薄く孤立しがちな方や閉じこもりがち

な方に対し、見守り支援員による安否確認・声掛け訪問等の活動を実施した。 

感染症による規制も緩和され活動がしやすくなったが、見守り対象者が高齢

である為、死亡や入院・施設入所等により活動が休止になるケースがあった。 

・2025年３月31日現在の利用者数：３人 

                見守り支援員：33人（うち活動者：6人） 

◆見守り訪問の様子 

      

 

 

 

 

 

 

ウ 江田島市買い物支援事業 

近隣に商店等がなく買い物弱者がいらっしゃる地域に、移動販売車で出向き、

買い物ニーズの充足だけでなく、高齢者や障害者等の引きこもり防止、繋がりの

場づくりを目指して実施した。移動販売での購入が難しい場合は宅配で対応した。 

今年度は大君地区（５拠点）と大原地区（１拠点）で新たに実施し、沖地区で

は１拠点を追加実施した。 

実績は別冊資料のとおり(P4) 
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◆移動販売場所の様子（写真は大君地区と大原地区と沖美町沖地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）無料職業紹介事業 

  ア 無料職業紹介所の運営（市補助事業） 

ハローワークの求人情報を活用して、仕事を探している方と人材を求める事業

所の間に立ち、それぞれのニーズの把握に努めながら就労支援を行った。また、

地域人材確保推進事業との連携をとることで事業の周知を図った。 

2025年３月31日現在 2024年度合計 

求職者数 求人数 求人倍率 相談件数 紹介件数 就職件数 

40人 201人 5.03倍 682件 62件 37件 

  イ 地域人材確保推進事業 

（ア）江田島市人材確保(介護人材確保含む)等総合支援協議会の開催 

広島県社協、呉ハローワーク、江田島市商工会や行政の関係者で構成する

「江田島市人材確保（介護人材含む）等総合支援協議会」を開催し、事業計

画・無料職業紹介所の運営方法等について協議した。 

  日 時：2024年５月24日（金）13：30～14：30 

     場 所：能美保健センター 

     関係機関：７機関     

参加者：10名 

  （イ）介護助手の導入促進 

    介護現場の深刻な人手不足の緩和を図るため、中高齢者や子育てがひと段

落した人等を対象に掃除や配膳、見守り等の介護の周辺業務を担う「介護助

手」という制度を導入するにあたって、人材の受入を江田島市老人福祉施設

等連絡協議会に依頼し、ポスターや広報誌等で周知を図った。 

（９）障害者相談支援事業（市委託事業） 

「江田島市障害者生活支援センター」では、障害児や障害者ひとりひとりの状

況に寄り添い、生活全般についての相談に応じ、障害福祉サービスや医療の他、

社会資源等につなげる支援を保健・福祉・医療・教育・就労支援機関等と連携し

実施した。 

ア ピアカウンセラー養成講座 

ピアカウンセリングとは、同じような立場や悩みを抱えた人たちが集まって、

同じ仲間としておこなうカウンセリングのことで、相談する人が自分の力で悩

みを解消できるように支援する「ピアカウンセラー」の養成講座を実施した。 

（ア）ぱすてるの会（毎月第４土曜日） 

主として身体障害のある仲間同士が集まり、日常生活に関する相談をお互い

に協議しながら交流を深めた。５分間スピーチをもとに話を聞き合うことで、
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ピアカウンセリングの基本となることを目指した。2024年度は12回開催し、

延べ59名が参加した。 

（イ）ピース（隔月第３土曜日） 

知的、精神、身体に障害のある仲間同士が同じ目的のために集まり、お互

いの障害を理解し交流を深め、協力しながら、「やってみたい」を実現できる

場とし、社会福祉法人江能福祉会と合同で開催した。2024年度は５回開催し

延べ44名が参加した。 

（ウ）ぴあサポートサロン（隔月第３土曜日） 

知的、精神、身体に障害のある仲間同士が気軽に集まりお互いの障害を理

解し交流を深めるため、誰もが楽しみながら過ごすことができる場として、

江能福祉会と合同で開催した。2024年度は６回開催し延べ46名が参加した。 

イ 社会生活力を高める講座 

生活に密着したスキルや知識の向上を目指すきっかけとなる場として「障害

のある方のためのパソコン教室」「当事者同士の外出支援と社会資源の開発」「支

えられる側から支える側へ」「障害のある方のための元気アップ教室」開催し延

べ28名が参加した。 

  ウ 障害支援区分認定調査 

障害の多様な特性その他の心身の状態に応じて必要とされる標準的な支援の

度合いを総合的に示す障害支援区分の認定調査を受託し、実施した。 

実績は別冊資料のとおり(P5) 

（10）生活困窮者支援事業（市委託事業） 

「くらしサポートセンターえたじま」では、生活困窮者自立支援制度に定め

られた生活困窮世帯に対して下記ア～ウの３事業を通して包括的に受け止め、

本人の尊厳と意思を十分尊重しながら、どのような支援が必要か把握し、自立

のための支援プランを策定し、適切なサービスや関係機関につなげた。 

ア 生活困窮者自立支援事業 

総合相談窓口として、様々な相談を受けた。丁寧なアセスメントと、課題分

析を行い、事業所内での支援方針の共有を図り、自立支援相談プランの作成の

他、他機関との協働支援を実施した。民生委員や地域の方との関わりや相談が

増えて、事業の認知や支援の輪が少しずつ広がった。 

イ 家計改善支援事業 

税金滞納や公共料金支払い、支出の見直し、負債の相談を受け支援をした。

支援者が指摘をするのではなく、家計プランを通して「見える化」を図り、本

人が主体となって取り組めるように支援した。 

ウ 就労準備支援事業 

    直ちに就労が難しい人（生活リズムが崩れている、社会との関わりに不安が

ある、就労意欲がわかない等）を対象に、就労体験や面談等を通して生活リズ

ムの改善を図った。 

  エ 食品等の提供に関する事業 

    特定非営利活動法人 FOOT＆WORK フードバンクゆるティ（安芸郡海田町）と

「食品等の提供に関する合意書」を交わし、定期的に食料等の提供を受けた。

昨今の社会情勢により企業からフードバンクゆるティに対する寄付が減ってお

り、生活困窮者支援事業の対象者へ継続的に提供することは困難であり、提供

タイミングに関しては生活支援で介入しつつ状況を見ながら実施した。 
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            実績は別冊資料のとおり(P6) 

（11）江田島市地域包括支援センターブランチ事業（市委託事業） 

  ア 総合相談支援 

能美町及び沖美町における高齢者の総合相談対応を行った。また、月１回、

困難事例の検討や情報共有、連携体制強化のため、江田島市地域包括支援セン

ターとの連絡会議を実施した。 

  イ 介護予防把握事業 

    今年度の実態把握対象者の要件は、江田島市内に住所を有する75歳以上の高

齢者、要介護認定を受けておらず、筋骨格筋系疾患又は精神・精神系疾患等の

病歴がある者、独居で集いの場に通っていない方であり、対象となった能美町・

沖美町23名に実態把握の訪問を行った。 

ウ 介護予防の推進 

  いきいき百歳体操の場で、江田島市地域包括支援センター職員と協力し、参

加者の体力測定の補助を行った。また、『えたじまんのつどい代表者等交流会・

研修会』や『いきいきサポーター養成講座』の運営補助を行った。 

◆つどいの場（いきいき百歳体操）への参加の様子 

 

 

 

 

 

 

実績は別冊資料のとおり(P7) 

（12）生活支援体制整備事業（市委託事業） 

多様な生活支援・介護予防サービスの充実、新たな地域資源開発、地域住民や

組織のネットワーク化を目的として、既存の小地域会議を基に、地域にある資源

や課題を地域の組織や住民と協議し、情報共有を行い、話し合いの場づくり(協

議体づくり)を実施した。協議体づくりは、地域共生社会を進めるきっかけにな

っており、地域住民や専門職が「自分達が住む地域を、これからどのようにして

いくか？」等の話し合いを進めることで、プラットフォーム化(環境整備・基盤つ

くり)を推進した。 

ア 協議体の設置 

生活支援コーディネーター（SC）を中心に、資源や課題等地域の現状につい

て、地域の組織や住民が話し合える場(協議体)を設置・推進した。マッピング

から地域踏査をして地域の見える化を図り、「災害」を切り口にした話し合いを

行い、普段からの地域内での支え合い活動について協議した。また、地域内で

接点がない住民及び拠点(移住者など)との交流のきっかけづくりのイベント等

を支援した。 

※協議内容・取り組みの一例 

・民生委員エリアマップ確認及びハザードマップとの突合 

・災害時の土砂災害危険箇所や避難体制について 

・買い物困難者について 

・地域活動の担い手について 

・移住者と地域住民を繋ぐ場づくりの後方支援（コミュニティスペースフウド） 
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◆協議体や地域活動（マッピング・地域踏査含む）の取り組みの様子 

 

 

 

 

 

 

 

イ 自治会連合会・まちづくり協議会・民生委員児童委員協議会定例会の参加 

定期的に会合に出席し情報提供・意見交換等を行い、連携・協働の体制づく

りに向けた働きかけを行った。 

ウ 地域の集いの場・地域活動・地域イベントの参加 

地域の集いや地域活動を通して、地域のアセスメントや地域のキーマンや 

活動を確認した。 

※参加した地域の集いの場やイベント 

・中町パン倶楽部、鹿川ホウ酸団子づくり、喫茶ふなだ、フウド 

・虹カフェ、おきがるカフェ（認知症カフェ） 

・ふれあいサロン、百歳体操 

エ 広報周知 

他法人の SC と協働しイマコレ通信を年３回発行した。SC の周知と、江田島

市内の地域課題や地域活動の現状を掲載した。 

 

３ 在宅福祉事業の実施 

（１）介護保険サービス事業 

ア 居宅介護支援事業（江田島市社協居宅介護支援事業所） 

介護支援専門員10名（常勤7名・非常勤3名）により、要介護認定のため

の訪問調査の受託、居宅サービス計画の作成（ケアプラン）等居宅介護支援事

業を実施した。感染症予防をマニュアルに沿って自宅訪問や面会、会議等の参

加を実施し対応した。 

職員の資質向上について、事業所内研修やオンライン研修等を行い、サービ

スの質の向上と働き方改革に努めた。 

実績は別冊資料のとおり(P8) 

イ 訪問介護事業（江田島市社協訪問介護事業所） 

要介護者に対し、訪問介護員(ホームヘルパー)が訪問し、入浴や排せつ介助

等の身体介護や、掃除・洗濯等の生活援助を提供した。 

事業所内ミーティングでは、法令で定められた必要研修の実施、ヒヤリハッ

トの振り返り、基本的な感染予防対策を行ない、サービスの質の向上と働き方

改革に努めた。訪問介護サービスの依頼は絶え間なくあるが、ホームヘルパー

の不足により、全ての依頼に対応できない状況が続いている。 

実績は別冊資料のとおり(P9) 

ウ 通所介護事業（江田島市社協のうみ・おおがき通所介護事業所） 

通所により、入浴、食事、歯科衛生士による口腔ケア等、利用者の自立（機

能の維持等）を目的としたサービスを提供した。感染ＢＣＰに基づき研修やシ

ミュレーションを実施し、感染予防対策を継続した。利用者に安心して楽しく



 17 

利用していただけるよう行事等工夫しながらサービスを提供することで利用

者の確保に努めた。 

実績は別冊資料のとおり(P10) 

エ 福祉用具貸与及び販売事業（江田島市社協福祉用具貸与事業所） 

車椅子・特殊寝台・手摺等の福祉用具貸与や、ポータブルトイレ・入浴補助

用品等の特定福祉用具販売を介護機器販売業者とタイアップして実施した。 

実績は別冊資料のとおり(P11) 

（２）介護予防・日常生活支援総合事業 

要支援者（要介護認定で「要支援１」もくしは「要支援２」の認定を受けた高

齢者等）に対するサービスが市町事業になり多様なニーズに対するサービスを求

められるようになったため、利用者が在宅で安心してできるように以下のサービ

スを実施した。 

ア 訪問介護相当サービス（江田島市社協訪問介護事業所） 

イ 通所介護相当サービス（江田島市社協のうみ通所介護事業所） 

            （江田島市社協おおがき通所介護事業所） 

実績は別冊資料のとおり(P9～10) 

（３）障害福祉サービス事業 

ア 計画相談支援・障害児相談支援事業（江田島市障害者生活支援センター） 

相談支援専門員３名によりサービス等利用計画(プラン)の作成等、特定相談

支援・障害児相談支援事業を実施した。障害児相談支援事業は、発達障害があ

ると思われる児童の診断が増加して、児童系の障害福祉サービス利用を希望さ

れる方が増加した。前年度から他法人の事業所での相談対応が可能になったた

め、対象者には事業所を選択できることなど情報提供している。 

実績は別冊資料のとおり(P5) 

イ 生活介護、就労移行支援、就労定着支援、就労継続支援Ｂ型事業 

（自立支援センターあおぞら） 

（ア）福祉事業活動 

a 生活介護事業 

排せつ・食事等の介護、生産活動その他必要な援助など、常時介護を必

要とする障害者に必要なサービスを提供した。 

b 就労移行支援事業 

 一般就労が可能と見込まれる障害者に、就労に必要な知識や能力向上に

必要な訓練や、コミュニケーション方法に関してレクチャーを実施した。

併せて、ハローワーク及び障害者就業・生活支援センター等と連携して、

求職活動や職場体験の支援(履歴書作成、面接練習)を行った。 

  転居に伴い退所する利用者がいたが、新規利用者や就労継続支援B型か

らサービスを変更する利用者がいたこともあり、実人数が増加した。一般

就労を目指し、企業での実習やハローワークへの訪問、あおぞら内での面

接練習などの結果、1名が就労できた。 

 2022年度 2023年度 2024年度 

一般就労実績 ４名 ０名 １名 

  ※就労定着率 60％（就職後６ヶ月以上定着した率を指す。前々年度・ 

前年度の実績から算定。5名のうち3名が継続中） 
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c 就労定着支援 

就労移行支援等を利用して新たに一般就労した障害者の就労の継続を図

るため、企業や関係機関等との連絡調整、雇用に伴う問題に関する相談や

指導等の支援を行った。現在４名に対して就労定着支援を行っている。 

 
2022年度 事業開始時か

らの総利用者数 

2024年度の 

利用者数（就労継続者） 

就労定着者 ６名 ４名 

     ※就労定着率 66.7％ 

d 就労継続支援Ｂ型事業 

   一般就労が困難な障害者に、生産活動の提供、日常生活や就労に必要な

知識及び能力の向上のために必要なサービスを提供した。 

（イ）就労支援活動 

   灯籠作り、貝殻通し、空缶回収、施設外就労、その他の作業を実施した。

そのうち、施設外就労（江田島市役所・個人宅等の清掃活動、農園作業、

出店行事）は、下記の２点を目的とした。 

・地域で困り事に対して直接役立つことによる利用者の自己肯定感向上 

・地域住民に対して障害のある方への関心・理解を深めていただく 

  （ウ）施設外活動等 

a  あおぞら会 

利用者の普段の息抜きや社会生活力を高める事を目的に、月１回 社会体

験の場を設けた。前年度に引き続き、江田島シーサポートの協力によるユ

ニバーサルsupカヌー体験会を行った。 

ｂ あおぞら絆クラブ 

利用者が卓球やソフトバレー等のスポーツを通じた余暇活動として、隔

月/１回実施しており、企画・開催は利用者が主体的に行った。 

◆ユニバーサルsup・カヌー体験会     ◆あおぞら絆クラブ ソフトバレー 

      

 

 

 

 

 

 

 

                                実績は別冊資料のとおり(P12) 

ウ 居宅介護事業（江田島市社協訪問介護事業所） 

障害者の居宅において、ホームヘルパーが入浴、排せつ等の身体介護、調理、

洗濯及び掃除等の家事援助、相談及び助言等の援助を実施した。 

事業所内ミーティングでは、個人情報やプライバシー保護の重要性、ホーム

ヘルパーによる支援の差を解消するため援助内容の統一について検討した。 

                                   実績は別冊資料のとおり(P9) 

エ 日中一時支援事業(江田島市社協おおがき通所介護事業所) 

通所により、入浴、食事提供、機能訓練等を必要とする障害者等に対してサ
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ービスを提供した。 

           実績は別冊資料のとおり(P10) 

（４）江田島市老人福祉施設等連絡協議会の事務局としての機能強化 

連絡協議会の事務局として会員相互の連携・人材確保・研修等を実施すること

で、協議会としての機能強化を図った。 

ア 総会…2023年度実績報告及び2024年度事業計画について協議した。 

イ 介護職員技術力向上研修…前年度に引き続き、江田島市の介護力を向上させ 

るための研修（全３回）を実施した。 

ウ 江田島市ケアマネジャー連絡協議会総会及び研修 

(ア) 総会…2023年度実績報告及び2024年度事業計画について協議した。 

併せて用具説明会を実施した。 

 

４ その他の事業 

（１）貸付事業の実施 

ア 生活福祉資金の貸付 

低所得世帯の自立更生を促進するため、必要な資金を貸し付けた。 

年度当初貸付 新規貸付 償還免除 償還終了 2025年 3月末 合計 

６件 ０件 ０件 １件 ５件 

 イ 緊急小口資金等の特例貸付 

コロナ禍の影響を受け、収入減・失業となった生活困窮者に対し、令和4年

9月末まで特例緊急小口資金や特例総合支援資金を貸し付けた。現在、借受世

帯に対して償還を促していくと共に償還状況に応じた生活改善に向けてのフ

ォローアップ支援を実施している。しかし、一通りアプローチは終えているも

のの連絡がつかない、本人と会えない等次なる課題が表出した。 

ウ 緊急一時資金の貸付け事業 

低所得世帯に対し、緊急に必要な資金を貸し付けた。 

江田島 能美 沖美 大柿 合計 

５件 ３件 １件 ２件 １１件 

                          （前年度 ７件） 

（２）フォローアップ支援等事業 

生活福祉資金（コロナ特例貸付）を借り受けた後、現在も続くコロナウイルス感染症

の影響により生活に困窮されている世帯の状況を把握し、償還を促すとともに、生活改

善にむけて社協のソーシャルワーク機能を発揮したフォローアップ支援を行った。  

江田島市社協フォローアップ支援内容（借受人 102名） 

区分（※） 人数 具体的な支援内容 

 A区分 ２名 償還免除に向けて申請書類作成支援（非課税世帯） 

 B区分 42名 順次電話にて免除・猶予・償還相談対応実施 

 C区分 41名 償還免除等手続き中もしくは猶予中のため支援なし 

 D区分 17名 償還中もしくは、償還済みのため支援なし 

（※）広島県社協が指定する介入の優先度 
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区分 目  安 優先度 

 A 

①コロナ特例貸付をすべて借入（緊急＆総合） 

②償還免除、償還猶予、償還手続き、全て無し 

③償還が連続３回以上無し 
高 

 

 

 

 

 

 

低 

 B 

①コロナ特例貸付を借入（緊急or総合） 

②償還免除、償還猶予、償還手続き、全て無し 

③償還が概ね３回以上無し 

 C 
①コロナ特例貸付を借入（緊急or総合） 

②償還免除申請or償還猶予申請 あり 

 D 
①コロナ特例貸付を借入（緊急or総合） 

②償還中 

（３）福祉人材育成 

ア 社会福祉士等養成のための実習（地域総合型学習等） 

江田島市に長期滞在しながら、社会福祉士として必要な知識と技術を総合的

に体得するための現場実習指導を実施した。 

    実習生：川崎医療福祉大学 医療福祉学科４年生１名、３年生１名 

    期 間：2024年８月15日(木)～９月20日(金) 

    対象地域：能美町鹿川地区他 

       実習内容：実習の心構えやマナー及び江田島市内の取り組みを学習 

        高齢者・障害者施設訪問及び専門職へインタビュー 

相談支援実習（インテーク～アセスメント～プランニングまで） 

 地域実習：（主に鹿川地区） 

    ・地域踏査、インタビュー、マッピング等から地域アセスメント 

         ・個別事例をアセスメントして生活課題を抽出 

・個別支援～地域支援を交えた地域生活支援の展開・考察 

・実習報告会：実習まとめ報告 

◆現場実習の様子 

 

 

 

 

 

 

 

イ 精神保健福祉士等養成のための実習 

精神保健福祉士として必要な知識と技術を総合的に体得するための現場実

習指導を実施した。 

    実習生：広島福祉専門学校 精神保健福祉士科短期通信コース１名 

    期 間：2024年９月24日(火)～10月３日(木)           

       実習内容：実習の心構え（秘密厳守、対象者の主体性の尊重など） 

対象者へのインタビューを通して、潜在的なものを含む個別支援の   

課題把握及び課題解決へのアプローチ 

  ウ 中学生の職場体験実習（キャリアスタートウィーク） 

    前年度と同様、生徒からの実習希望は無かった。 
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エ ＩＰＥ（専門職連携教育）への協力 

広島国際大学が取り組んでいるＩＰＥ（専門職連携教育）の演習に協力して、大

柿高校を拠点に江田島市、大柿高校（２年生）、地域の皆さんとの交流から実際の事

例を学ぶ機会を設けた。 

実習生：広島国際大学 医療福祉学科７名 看護学科７名 心理学科６名 

    期 間：2025年３月11日(火)～３月14日(金)           

       実習内容：実習の心構え（秘密厳守、対象者の主体性の尊重など） 

        大柿高校による「地域の魅力と課題」プレゼンテーションと交流 

ケアマネジャー・障害者生活支援センター職員・権利擁護センター

職員に随行し個別支援について学ぶ 

（インテーク～契約～アセスメント～計画～モニタリング） 

（アドボカシー・医療介護連携・エンパワメント） 

   地域踏査により小地域活動（サロン等）について学ぶ 

実習報告会及び専門職・大柿高校・地域住民との交流 

◆現場実習の様子 

 



 

 

 

 

2 0 2 4 年 度  

 

 

 

 

 

 

事  業  報  告  書  
（ 上 半 期 ）  

（ 案 ）  

別 冊 資 料  

 

 

 

 

 

 

期 間 ： 自  2 0 2 4 年 ４ 月 １ 日  至  2 0 2 5 年 ３ 月 3 1日  

 

社 会 福 祉 法 人  江 田 島 市 社 会 福 祉 協 議 会  

 

 

 



 

権利擁護センターえたじま事業実績 

 

自 2024 年４月１日 至 2025 年 3 月 31 日 

         

  

１ 成年後見制度に関する相談件数 

 区分 
認知症 

高齢者等 
知的障害者等 精神障害者等 その他 計 

問い合わせ 

相談 
９ ９ ２ ０ ２０ 

（前年度 ８７）   

 

２ 福祉ｻｰﾋﾞｽ利用援助事業（かけはし）に関する相談件数 

 区分 
認知症 

高齢者等 
知的障害者等 精神障害者等 その他 計 

問い合わせ 

相談 
３８ ４ １１ ５ ５８ 

（前年度 ３６）   

 

３ 法人後見事業利用者支援件数 

区分 
認知症 

高齢者等 
知的障害者等 精神障害者等 任意後見 計 

利用者数（人） ７ ３ ３ ４ １７ 

延件数（回） ２１６ １７２ ８９ １５２ ６２９ 

（前年度 ６５７）   

 

４ 福祉ｻｰﾋﾞｽ利用援助事業（かけはし）利用者支援件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

（前年度 ３,１７５）   

 

 

区分 
認知症 

高齢者等 
知的障害者等 精神障害者等 その他 計 

利用者数（人） ３１ ２２ １９ １ ７３ 

延件数（回） ９９３ １,１０７ ８１６ １８ ２,９３４ 
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
合計
(※)

75 81 77 68 72 60 65 64 63 66 62 72 825

12 10 9 15 12 10 7 10 9 9 6 14 123

87 91 86 83 84 70 72 74 72 75 68 86 948

福祉ｻｰﾋﾞｽ
の利用等

障害や病
状の理解

健康
医療

不安解消
情緒安定

保育
教育

家族関係
人間関係

会計・経
済

生活技術 就労
社会参加
余暇活動

権利擁護 その他 計

408 117 506 361 35 200 286 650 167 576 18 0 3,324

ピアカウンセラー養成講座（ぴあサポートサロン，ピース）11回

ピアカウンセラー養成講座（ぱすてるの会♪）12回

社会生活力を高める講座　４回

障害支援区分認定調査　34件(江田島市17件、江田島市外17件)

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

新規 0 2 0 0 0 2 0 0 0 0 0 1 5

更新 9 9 7 4 6 9 4 5 5 2 11 5 76

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 17 28 17 31 21 19 26 23 17 30 16 13 258

小計 26 39 24 35 27 30 30 28 22 32 27 19 339

新規 4 0 0 3 1 2 1 0 0 0 0 0 11

更新 14 1 5 2 1 4 2 2 3 4 3 2 43

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 1 3 4 2 3 20 1 4 3 5 5 7 58

小計 19 4 9 7 5 26 4 6 6 9 8 9 112

45 43 33 42 32 56 34 34 28 41 35 28 451

主任相談支援専門員配置

請求数 1 459 451 451 451 451

加算名 会議実施 サービス提供時モニタリング 行動障害支援体制 精神障害者支援体制 医ケア児支援体制

集中支援加算

請求数 16 0 0 0 0 3

加算名 初回 入院時情報連携 退院退所 居宅連携 医療連携

障
害
者

障
害
児

合 計

（ 年間加算回数 ） 単位：回

(前年度 435)

障害者

(前年度 1,224）

（主催講座・派遣等）

２　計画相談支援・障害児相談支援事業実績 単位：件

（前年度 4,434）

江田島市障害者生活支援センター事業実績

自　2024年４月１日　至　2025年３月31日

１　障害者相談支援事業（市委託事業）実績 単位：人

障害児

合 計

(※)計画相談支援・障害児相談支援事業の人数を含む

件 数

支援内容
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くらしサポートセンターえたじま事業実績 

自 2024 年 4 月１日 至 2025 年 3 月 31 日 

 

１ 新規相談件数  

 
10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代～ 不明 

受付 

総数 

件数 1 2 7 7 9 28 4 58 

                        ( 前年度 46)   

２ 新規相談経路 

 
本人 

来所 

本人 

電話 

家族 

来所 

家族 

電話 

関係機関

から連絡 

自立相談

支援機関

が把握 

計 

件数 12 10 0 2 34 0 58 

 

３ 新規相談内容（複数回答） 

 病気 健康 

障害 介護 

収入 

生活費 

債務 

借金 

仕事 

就職 
その他 計 

件数 26 45 54 16 59 200 

 

４ 支援方法（新規・継続） 

 電話相談 

・メール 

連絡 

訪問 

同行支援 
面談 

支援調整会議

以外の会議 

他機関と 

電話連絡 

協議 会議 

計 

件数 753 582 115 27 820 2270 

 

５ 相談結果（新規） 

 情報提供相談対

応のみで終了 

他制度・他機関

へつなぎ 

本人未同意 

同意に向け取組む 

 

継続支援 プラン作成 計 

件数 8 5 28 10 7 58 

 

６ 就労実績（相談を受け付け，プランの有無に関わらない） 

 就労者数 

件数 16 

 

７ 食料提供実績（延べ人数） 

 江田島町 大柿町 沖美町 能美町 計 

件数 26 7 9 17 59 
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単位：人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計 割合

要支援１ 17 15 13 12 12 11 11 12 12 11 11 10 147 4.0%

要支援２ 26 28 30 30 30 29 30 30 28 30 30 28 349 9.5%

要介護１ 81 79 77 81 79 80 79 78 77 80 75 78 944 25.8%

要介護２ 75 76 80 79 81 81 84 77 78 79 84 82 956 26.1%

要介護３ 55 61 62 62 61 63 61 61 62 66 65 60 739 20.2%

要介護４ 33 35 32 30 27 27 30 32 34 32 29 34 375 10.2%

要介護５ 17 15 16 14 13 13 13 12 11 10 9 7 150 4.1%

計 304 309 310 308 303 304 308 302 302 308 303 299 3,660 100%

305.0 人 30.5 人/CM

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 月平均

件数 275.3 280.3 281.3 280.0 275.0 277.3 280.6 273.6 275.3 280.6 275.6 273.7 277.4

（２）加算
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

初回 5 11 12 8 6 9 4 7 6 14 6 6 51

退院退所Ⅰイ
（カンファ無） 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 4

退院退所Ⅰロ
（カンファ有） 0 4 1 2 2 2 3 2 2 0 0 0 11

退院退所Ⅱイ
（カンファ無） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

退院退所Ⅱロ
（カンファ有） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

退院退所Ⅲ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

入院情報連携Ⅰ 2 2 2 1 0 2 2 2 2 1 1 1 9

入院情報連携Ⅱ 2 0 1 2 1 1 1 0 0 0 1 0 7

ターミナルケア
マネジメント 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

緊急時等居宅
カンファレンス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

通院時情報連携 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定事業所Ⅱ

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

認定調査実施件数 6 10 5 7 7 6 5 6 7 6 8 5 41

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

相談件数 16 17 13 16 6 14 14 10 15 14 14 14 82

４　新規相談・一般相談等の実人数

３　要介護認定調査

２　介護報酬算定関係

単位：人

単位：件

単位：回

　主任CMを１人以上配置，利用者情報等伝達等の会議を定期的開催，包括
等実施の事例検討会等参加，24時間連絡体制と利用者等の相談対応体制確
保，CM1人当たり利用者平均件数45件未満，等12項目の要件を満たすこと
で算定できる加算

(前年度 3,694)

居宅介護支援事業実績

１　介護度別利用実人数

単位：件（１）算定件数（居宅Ⅰで算定）

居宅Ⅰは，CM1人当たり45件未満／月，要支援1・2は1件当たり1/3件換算を要件とする。

月平均利用実人数 介護支援専門員(CM) 10名
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１　介護保険サービス

（１）介護度別利用実人数 単位：人

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 割合

要支援１ 9 9 8 8 8 8 8 8 7 6 7 6 92 10.0%

要支援２ 13 12 14 14 13 13 12 12 10 11 11 11 146 15.9%

要介護１ 22 22 21 21 20 19 21 20 20 18 16 16 236 25.7%

要介護２ 26 23 20 20 18 18 18 19 21 23 26 26 258 28.1%

要介護３ 11 11 12 11 11 11 10 10 9 10 9 9 124 13.5%

要介護４ 3 3 3 3 1 1 2 2 2 2 2 2 26 2.8%

要介護５ 5 4 4 4 4 3 3 2 2 2 2 2 37 4.0%

計 89 84 82 81 75 73 74 73 71 72 73 72 919 100%

人

（２）介護度別利用延べ回数 単位：回

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 割合

要支援１ 45 47 37 42 38 39 44 41 35 31 40 37 476 5.6%

要支援２ 70 64 65 72 63 68 74 60 48 50 54 46 734 8.6%

要介護１ 214 188 188 202 174 182 191 168 161 140 123 129 2,060 24.2%

要介護２ 203 189 151 169 128 138 154 157 178 171 186 209 2,033 23.8%

要介護３ 102 109 123 123 108 103 125 113 100 100 101 107 1,314 15.4%

要介護４ 71 64 66 28 12 13 47 62 56 61 56 54 590 6.9%

要介護５ 146 141 154 164 87 96 96 80 89 85 88 96 1,322 15.5%

計 851 802 784 800 610 639 731 681 667 638 648 678 8,529 100%

回

２　障害福祉サービス

（１）利用実人数 単位：人
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

居宅介護 19 18 18 18 18 14 15 16 17 16 15 15 199
合　計 19 18 18 18 18 14 15 16 17 16 15 15 199

人

（２）利用延べ回数 単位：回

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

居宅介護 140 121 110 117 101 95 106 108 107 96 97 102 1,300

合　計 140 121 110 117 101 96 106 108 107 96 97 102 1,300

回

応援訪問回数 単位：回

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

江 能 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

吉 田 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

回

訪問介護事業実績

月平均利用延べ件数 711

33.2月平均利用実人数

76.6月平均利用実人数 （前年度  1,239)

総
合
事
業

介
護
保
険

総
合
事
業

介
護
保
険

（前年度  222)

月平均利用延べ件数

0月平均応援訪問回数

３　委託(他法人が提供する24時間定期巡回サービスへの応援)

（前年度  1,596)

（前年度  50)

（前年度  10,793)

108.3
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１　のうみ通所介護事業
（１）介護度別利用者実人数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 割合
要支援１ 5 5 3 3 3 3 3 3 3 4 3 3 41 5.4%
要支援２ 17 14 16 16 16 15 16 16 12 13 15 14 180 23.5%
要介護１ 13 16 16 15 14 15 16 16 16 18 15 18 188 24.6%
要介護２ 11 13 14 13 11 12 10 12 12 12 14 15 149 19.5%
要介護３ 9 9 11 10 10 11 10 11 11 12 13 12 129 16.9%
要介護４ 4 5 7 6 4 4 4 4 4 5 3 5 55 7.2%
要介護５ 4 4 5 3 3 1 1 1 1 0 0 0 23 3.0%

計 63 66 72 66 61 61 60 63 59 64 63 67 765 100%
人

（２）介護度別利用延べ人数 単位：人
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 割合

要支援１ 18 21 11 13 12 10 10 13 11 14 11 11 155 2.8%
要支援２ 126 97 113 120 116 103 128 126 86 96 99 110 1,320 24.2%
要介護１ 93 117 115 114 96 107 123 108 110 106 76 88 1,253 23.0%
要介護２ 93 92 117 124 111 109 104 110 108 111 118 121 1,318 24.2%
要介護３ 60 56 59 63 60 58 74 72 87 82 85 103 859 15.8%
要介護４ 30 36 36 40 19 31 25 27 32 30 13 35 354 6.5%
要介護５ 29 38 32 34 23 8 9 9 8 0 0 0 190 3.5%

計 449 457 483 508 437 426 473 465 442 439 402 468 5,449 100%
人

２　おおがき通所介護事業
（１）介護度別利用実人数 単位：人

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 割合
要支援１ 3 2 2 3 3 3 3 3 3 2 2 3 32 4.7%
要支援２ 5 5 5 3 4 6 7 7 8 8 9 8 75 10.9%
要介護１ 20 19 19 20 18 19 19 17 18 18 17 17 221 32.4%
要介護２ 11 14 11 11 13 14 13 14 12 14 13 10 150 21.9%
要介護３ 12 10 10 10 12 12 12 11 10 9 11 12 131 19.1%
要介護４ 6 5 5 5 4 4 4 4 5 5 5 6 58 8.5%
要介護５ 3 2 2 1 1 2 1 1 1 1 1 2 18 2.6%

計 60 57 54 53 55 60 59 57 57 57 58 58 685 100%
人

（２）介護度別利用延べ人数 単位：人
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 割合

要支援１ 11 8 6 12 10 12 13 13 11 6 6 7 115 2.1%
要支援２ 42 38 36 22 27 40 42 45 55 56 59 54 516 9.9%
要介護１ 144 126 133 141 146 143 142 134 125 116 123 127 1,600 30.7%
要介護２ 86 104 92 95 111 105 98 104 93 93 93 71 1,145 22.0%
要介護３ 94 81 82 102 113 114 121 97 93 79 85 106 1,167 22.4%
要介護４ 51 37 40 39 38 37 41 38 44 42 48 52 507 9.7%
要介護５ 24 22 19 10 14 3 6 12 10 12 13 20 165 3.2%

計 452 416 408 421 459 454 463 443 431 404 427 437 5,215 100%
人

３　障害福祉サービス

（１）利用実人数 単位：人
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

利用者 8 9 12 8 9 9 12 12 11 12 11 13 126
人

総
合
事
業

介
護
保
険

総
合
事
業

介
護
保
険

総
合
事
業

介
護
保
険

総
合
事
業

介
護
保
険

通所介護事業実績

月平均利用実人数 63.8

月平均利用延べ人数 454.1

（前年度  748)

（前年度   5,301)

（前年度  812 )

（前年度  5,686)

57.1

単位：人

月平均利用延べ人数 10.5

月平均利用延べ人数 434.6

     （前年度  114)

月平均利用実人数
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１　福祉用具貸与事業実績
（１）介護度別利用実人数 単位：人

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 割合
要支援1 53 53 53 55 55 54 51 50 54 51 51 48 628 13.2%
要支援2 59 60 63 63 60 62 63 64 63 67 70 69 763 16.0%
要介護1 98 97 97 96 99 98 95 92 90 95 88 92 1,137 23.9%
要介護2 84 89 90 93 94 96 96 93 94 93 91 89 1,102 23.2%
要介護3 58 58 56 55 57 57 52 50 50 56 55 56 660 13.9%
要介護4 26 27 23 23 22 25 24 24 25 29 27 26 301 6.3%
要介護5 17 17 17 15 14 15 15 13 13 11 11 8 166 3.4%

計 395 401 399 400 401 407 396 386 389 402 393 388 4,757 100%
人 （前年度  4,735)

（２）福祉用具別利用実績 単位：台

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 割合
車椅子 81 76 80 85 82 85 86 82 88 92 89 85 1,011 8.6%

特殊寝台 116 117 115 110 110 116 112 111 113 123 121 118 1,382 12.6%
床ずれ防止用具 20 20 21 20 19 21 22 22 26 28 29 27 275 2.7%
体位変換器 8 9 11 10 13 15 8 4 4 6 8 9 105 0.8%

手すり 532 547 553 566 560 584 568 566 567 586 569 557 6,755 39.8%
スロープ 148 148 140 128 138 143 145 145 140 150 147 130 1,702 15.2%

歩行補助関連 236 234 236 233 231 231 230 232 236 238 234 227 2,798 18.3%
徘徊感知機器 2 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 18 0.8%
移動用リフト 9 9 9 8 8 8 9 7 7 6 6 4 90 1.2%

計 1,152 1,161 1,166 1,161 1,162 1,204 1,181 1,171 1,183 1,231 1,205 1,159 14,136 100%
（前年度 13,367)

（３）介護保険適用外福祉用具利用実人数 単位：人

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計
利用者数 32 33 35 37 39 37 38 40 38 40 38 39 446

人 （前年度  437)

（４）介護保険適用外福祉用具別利用実績 単位：台

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 割合
車椅子 2 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 14 1.7%

特殊寝台 29 31 33 35 36 36 37 39 37 39 37 38 427 52.1%
その他 23 25 29 31 32 31 32 36 34 36 33 36 378 46.2%
計 54 57 63 67 70 68 70 76 72 76 71 75 819 100%

（前年度  680)

２　特定福祉用具販売事業実績
ｼｬﾜｰ
ﾁｪｱ

ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ

ﾄｲﾚ
浴槽

手すり
浴槽台

ﾊﾞｽ
ﾎﾞｰﾄﾞ

補高
便座

スロープ 杖

要支援１ 8 1 4 2 0 0 0 0

要支援２ 8 0 7 6 0 0 6 2

要介護１ 7 7 3 3 0 5 7 1

要介護２ 8 9 5 2 1 0 13 0

要介護３ 9 6 2 4 0 2 8 0

要介護４ 3 2 2 1 0 0 1 1

要介護５ 1 0 1 1 0 0 0 0

合計 44 25 24 19 1 7 35 4

（前年度  131)

112

2

33

38

3124

159

福祉用具貸与事業実績

月平均利用実人数 396.4

月平均利用実人数 37.17

10

16

10

9

26

計

15

29

実人数

25

3

11



１　福祉事業活動（障害福祉サービス）
（１）サービス別利用者実人数 単位：人

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

生活介護 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 72
就労移行支援 4 3 3 3 3 6 6 6 5 5 4 4 52
就労定着支援 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3 3 3 45

就労継続B型 32 32 31 32 31 29 28 29 29 29 29 32 363

計 46 45 44 45 44 45 44 45 44 43 42 45 532

（２）生活介護サービス利用者延べ人数 単位：人

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 割合

区分３ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

区分４ 18 17 16 19 16 17 19 17 16 16 16 17 204 14.8%

区分５ 42 41 38 44 36 40 46 38 38 37 38 39 477 34.6%

区分６ 49 63 58 60 56 59 69 55 58 57 53 60 697 50.6%

計 109 121 112 123 108 116 134 110 112 110 107 116 1,378 100%

人

（３）就労移行支援サービス利用者延べ人数 単位：人

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

利用者 66 60 60 57 63 89 103 115 93 89 74 68 937

人

（４）就労継続支援B型サービス利用者延べ人数 単位：人

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

利用者 533 513 471 512 462 443 515 489 464 440 442 496 5,780

人

２　就労支援活動

灯籠作り

貝殻通し

空缶回収

施設外就労

その他

（前年度  518）

(前年度  1,358)

(前年度  698)

   (前年度  5,431)

114.8

78.1

2024年度作業実績

　月平均利用延べ人数

 通し本数　15,000本  通し本数　35,500本

 回収量　　2,640㎏ 回収量　　2,117kg（年度途中での回収）

2023年度作業実績

 売上本数　17,330本

 本庁掃除 96回、農園作業 80回

出店（常設出店、イベント出店）
いりこ選別作業、清掃作業（洗
車・片付け・草刈り等）、オレン
ジリボンづくり（委託），小物づ
くり（靴下端切れマット製作、苦
難除けづくり、紙布コースター
等）、農作物販売（ほうれん草・
干し柿・銀杏等）

靴下端切れマット製作販売、桂浜
温泉館及びふれあいプラザ常設出
店、小物づくり作業（オレンジリ
ボン・紙布コースター・ビーズづ
くり・ミサンガ）、清掃作業、洗
車作業、農園作業（ゆめタウン江
田島・徳永豆腐店販売含む）、イ
ベント出店（ふれあいマルシェ・
みかんマラソン・えたじまーけっ
と・つなぐ江田島音楽祭）

 本庁掃除 98回、農園作業 58回

自立支援センターあおぞら事業実績

　月平均利用延べ人数 481.7

 売上本数　16,495本

　月平均利用延べ人数
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